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重信町総合公園完成予想図(西岡)
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円

科 白地 方
税 日I {自繰越金 県支出金

国庫
繰入金

分担金
諸収入

使 m 料
財産収入

地方
交 付税 町 支出金 及負担金 及子数料 譲与税 iÚ!

予算現額 2 ， 1 93,7511 1,642 ,012 1,492 , 100 830 ,332 702 ,275 646 ,775 227 ,860 211.986 81. 679 71.056 19.940 300 ,686 

)1.)(.入 i斉傾 2 ， 235.94611. 675.663 28.400 819.332 171.326 204.390 154 ,555 201,227 74 ,442 66 ,002 15,026 323 ,966 

地方債の現在高 (単位千円)

起~~115~区~分~、』 ~f詰~入~先-区三分 資金運用部 年 金 簡易保険局 公営企業庫
金融公

共済組合 市中銀行 市町t服興協会 言十

一般公共事業 388 , 396 388 , 396 

公営住宅建設事業 156.568 147 , 742 26 ,871 331.181 

災 害 復 旧 事業 39 , 353 39 , 353 

義務教育施設整備事業 270.494 75 , 000 345 , 494 

一般単独事業 497 , 725 963 , 161 15 , 000 38 , 956 297 , 233 11 , 200 1 ,823 ,275 

地域改善対策事業 367.038 367.038 

厚生福祉施設整備事業 181 , 504 181. 504 

上水道事業 5.800 5 , 700 11 , 500 

財源対策債 16 ,646 3 , 892 25 ,552 46 , 090 

臨時財政特 例 債 231 , 299 231.299 

公共事業等臨時特例債 44.300 44 , 300 

司司 整 {責 9 , 759 9 , 759 

i成収補てん 1責 33 , 050 33 , 050 

減税補てん債 159 , 800 159 ,800 

言十 1 , 916 , 684 185 , 396 1 ,406 , 949 47.571 38 ,956 405 ,283 11 , 200 4, 012 , 039 
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般 計 予 算
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不l 目 土木 Pl 総務 Pl i有 生 Pi 民生't't
農林水

教育費 公債務 iì~ I坊 'tï 議会 Pl 商工費
災害

予 fnìJ Pl 
産業費 復旧費

予算 現綴 1,977 ,075 1.608.888 1,314,022 l. 087.673 898.399 692 ,910 463 ,569 245 ,325 102,557 22 ,359 5,675 2.000 

支 出 i斉額 922.525 834 ,818 582 ,214 954.284 509 ,902 653.983 392.764 229.665 100.967 20.950 5.090 

税
予算領 収入済額

司
~Ir 民税 859.896 873.271 

l ノ
固定資産税 669 , 470 680 ,133 

Fg 
国保 税 348.318 374.206 

u 
水道料 164,549 149 , 770 

=g 
その他の税 112 , 646 122 ,259 

町たばこ干lí.
93 ，482千 1:1 )
(5.6%) 

町税の内訳
軽自動車税

28.293千円(l.7%)

特別土地保有税
483千円
(0.0%) 

町民が負担する税 税等の収納状況

特別 A
Q一A
計予算執行状況 (単位千円)

ム:z:; 名 予算額 収入済額 収入割合 支出済額 支出割合

住宅新築資金等貸付事業 19 , 506 10 , 224 52.4 % 12 , 392 63.5 % 

老 人 保 4挫 1 , 844 , 728 l. 646.897 89.3 1 , 681 , 916 9l. 2 

国 民健康保険 1 , 268 , 946 1 , 118 , 977 89.2 1 , 050 , 925 82.8 

簡 。明7 水道 事業 207 , 09 1 170 , 721 82.4 182 , 312 88.0 

土地区画整理事業 631 , 345 554 , 984 87.9 238 , 945 37.8 

農業集落排水事業 686 , 311 215 , 546 3l. 4 244 , 708 35.7 
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樋口公園整備工事

南野田白石出作線集落道路改良工事志津川伽目線道路改良工事

麓集会所新築工事(山之内)

町営ほ場整備事業(下林・横根)

滝沢牛測駅線道路改良工事

第
三
号
被
保
険
者
の

特
例
届
出
に
つ
い
て

拝志小学校大規模改造工事

国
民
年
金
は
日
本
国
内
に
住

所
の
あ
る
二
十
歳
か
ら
六
十
歳

未
満
の
方
が
必
ず
加
入
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す

。

サ
ラ
リ

ー

マ
ン
の
奥
さ
ん

は
、
国
民
年
金
第

三
号
被
保
険

者
と
し
て
、
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
な
く
年
金
を
受
け
ら
れ

ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
種

別

変
更
届

・

種
別
確
認
届
を
提
出

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
今
ま
で
は
二
年
を
過

ぎ
た
期
間
に
つ
い
て
は

加
入
期

間
と
し
て
認
め
ら
れ
な
か
っ
た

も
の
が
、
在
住
の
市
町
村
役
場

で
手
続
き
を
す
る
と
、
昭

和
六

十
一
年
四
月
一
日
以
降
、
該
当

さ
れ
た
時
期
に
さ
か
の
ぼ

っ
て

第
三
号
被
保
険
者
と
し
て
認
め

ら
れ
ま
す
。

す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
て
い
る
方
に
つ
い
て
も
、
届

出
を
す
る
こ
と
で
年
金
が
増
額

さ
れ
ま
す
。

届
出
期
限
は
平
成
九
年
三
月

末
で
す
。
届
出
を
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
今
す
ぐ

役
場
福
祉
課

の
国
民
年
金
窓
口
で
手
続
き
を

1
U
中
小
l
v
よ
、
っ
。



平
成
七
年
分
に
引
き
続
き
平
成

八
年
分
の
所
得
税
に
つ
い
て
も
、

特
別
減
税
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た

。

こ
の
特
別
減
税
は
、

平
成
八
年
分
所
得
税
の
納
税
者
に

対
し
、
原
則
と
し
て
、
そ
の
人
の
年

税
額
の
十
五
%
相
当

額
(
最
高
五

万
円
)
を
納
付
す
べ
き
所
得
税
額

か
ら
控
除
す
る
と
い
う
も
の
で
す

。

特
別
減
税
の
実
施
方
法

一

給
与
所
得
が
あ
る
人

原
則
と
し
て
六
月
に
、
八
年

一

月

1

六
月
ま
で
の
聞
に
支
払
わ
れ

た
給
与
に
係
る
源
泉
徴
収
税
額
の

十
五
%
相
当

傾
(
最
高
二
万
五
千

円
)
を
給
与
の
支
払
者
か
ら
還
付

し
、
年
末
調
整

の
際
に
、
年
税
額

の
十
五
%
相
当

額
(
最
高
五
万
円
)

か
ら
六
月
の
還
付
金
額
を

差
し
引

い
た
残
額
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

ι4 すが.3:5 

二

公
的
年
金
等
の
雑
所
得
が
あ

る
人

給
与
所
得
者
の
場
合
と
同
様
に

公
的
年
金
等
か
ら

源
泉
徴
収
さ
れ

た
税
額
の
十
五
%
相
当
額
に
つ
い

て
年
二
回
に
分
け
て
公
的
年
金

等

の
支
払
者
か
ら

還
付
さ
れ
ま
す

。

こ
の
場
合
、
最
終
的
に
は
確
定
申

告
で
精
算
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

。

三

事
業
所
得
や
不
動

産
所
得
な

ど
が
あ
る
人

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど

が
あ
る
人
で
、
確
定
申
告
を
行
う

人
に
つ
い
て
は
、
確
定
申
告

の
際

に
、
年
税
額

の
十
五
%
相
当

額
を

控
除
し
ま
す

。

凹
退
職
所
得

の
あ
る
人

退
職
所
得
に
つ
い
て
は
、
源
泉

徴
収
の
段
階
で
は
特
別
減
税

の
適

用
が
あ
り
ま
せ
ん

。

こ
の
た
め
、

特
別
減
税
の
適
用
を
受
け
る
た
め

に
は
、
平
成
八
年
分
所
得
税
の
確

定
申
告

書
を
提
出
し
、
還
付
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す

。

平
成
八
年
度
個
人
住
民
税
の

特
別
減
税

平
成
七
年
度
に
引
き
続
き
平
成

八
年
度
分
の
個
人
住
民
税
(

町
県

民
税
)
に
つ
い
て
も
、
次
の
よ
う
な

特
別
減
税
が
行
わ
れ
ま
す

。

付
特
別
減
税
は
、
そ

の
者
の
個
人

住
民
税
所
得
剖
額
か
ら

特
別
減
税

の
額
を
控
除
し
ま
す

。

ω
特
別
減
税
の
額
は
、

一平
成
八
年

度
分
の
個
人
住
民
税
所
得
制
額
の

十
五
%
相
当

額
(
最
高
二
万
円
)
と

し
ま
す

。

臼
特
別
減
税
は
、
次

の
方
法
で
実

施
し
ま
す

。

的
給
与
所
得
者
(
特
別
徴
収
)
に

係
る
特
別
減
税

平
成
八
年
六
月
分
を
徴
収
せ

ず
、
特
別
減
税
額
を
控
除
し
た

後
の
年
税
額
を
八
年
七
月
か
ら

九
年
五
月
ま
で

の
十

一
ヵ
月
間

で
徴
収
し
ま
す

。

判
事
業
所
得
者
、
公
的
年
金

受

給
者
な
ど
に
係
る
特
別
減
税

平
成
八
年
六
月
分
(
第

一
期
)

の
納
付
に
お
い
て
、
特
別
減
税

額
を
控
除
し
ま
す

。

6月の納税

7月 1 日 (月)

町県民税第 1 期

納税期限

入
院
の
際
の
食
事
代
に
つ
い
て

現
在
、
医
療
機
関
に
入
院
さ
れ

て
い
る
方
に

つ
い
て
の
、
入
院
時

の
食
費
は
、
他
の
医
療
費
と
別
枠

で
次
の
と
お
り
定
額
自
己
負
担
と

な
っ
て
お
り
ま
す

。

標
準
負
担
組

一
日
に
つ
き
六

O
O

円

た
だ
し
、
次
の
場
合
に
該
当
さ

れ
る
方
は
、
負
担
額
が
減
額
さ
れ

ま
す

。

①
町
民
税
非
課
税
の
世
帯
の
方

一
日
に

つ
き
凹
五

O
円

②
①
に
該
当
さ
れ
る
方
で
、
過
去

一
年
間
の
入
院
日
数
が
九
十
日

を
越
え
る
場
合

一
日
に

つ
き

三
O
O
円

③
①
に
該
当

さ
れ
る
方
で
、
老
齢

福
祉
年
金
を

受
給
さ
れ
て
い

る

場
合一

日
に
つ
き

二
O
O
円

右
記
に
該
当
さ
れ
る
老
人
保
健

医
療
受
給
者
、
及
ぴ
国
民
健
康
保

険
加
入
者
で
現
在
入
院
さ
れ
て
い

る
方
は
、
役
場
福
祉
課
に
て

標
準

負
担
額
減
額
認
定
申
請
手
続
き
を

行
っ

て
下
さ
い
。
な

お
現
在
、
減

額
認
定
証
(
有
効
期
限
・

平
成
八
年

五
月
三
十

一
日
)
を
お

持
ち

の
方

も
、
更
新
申
請
手
続
が
必
要
で
す

。

(
申
請
に
必
要
な
も

の
)

※
老
人
保
健
医
療
受
給
者
の
方

-

印
鑑
・

受
給
者
証
・

健
康
保

険
証

・

領
収
書
(
入
院
日
数
が

確
認
で
き
る
も
の
)

※
国
民
健
康
保
険
加
入
の
方

-
印
鑑
・

保
険
証

・

領
収
書
(
入

院
日
数
が
確
認
で
き
る
も

の
)
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カt

ん

年
に
一
度
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

し
て
み
ま
せ
ん
か

。

最
近
特
に
増
加
し
て
い
る
が
ん

は
、
「
肺
が
ん
」
「
大
腸
が
ん
」
、
そ

し
て
女
性
で
は
「
乳
が
ん
」
で
す

。

早
期
の
が
ん
は
、
自
覚
症
状
が
な

い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
定
期

的
に
が
ん
検
診
を
受
け

て
こ
そ
早

期
発
見
・

早
期
治
療
に
つ
な
が
り

ま
す
。

今
年
度
か
ら
、
が
ん
検
診
の
申

し

込
み
方
法
が
変
わ
り
、
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す

。

ぜ
ひ
受
診
し

て
下
さ
い
。

申
し
込
み
は
不
要
で
す

。

た
だ
し
、
大
腸
が
ん
検
診
の
み

必
要
で
す
。

他
の
が
ん
検
診
は
、

基
本
健
康
診
査
時
に
、
検
査

セ
ッ

ト

を
お
渡
し

し
ま
す
。

受
診
方
法

都
合
の
よ
い
場
所

・

月
日
に
受

診
し
て
下
さ
い
。

問

い
合
わ
せ
・
申
し

込
み
先

保
健
婦
直
通
電
話

宮
九
六
回
l

四
一
七
O

ま
た
は

宮
九
六
四
|

二
O
O

一
間

内
線
三
一
一

・

=
二
二

検

4圃

検
診
場
所
来
所

4・

-

番
号
札
を
と
っ
て

お
待
ち
下
さ

い

‘. 
受
付

・
料
金
徴
収

・

問
診
票
を

お
渡
し
し
ま
す

4・

待
ち
時
間

・
問
診
票
を
も
れ
な
く

ご
記
入
下
主
い

稲.

胃がん・大腸がん検診 子宮けいがん・乳がん検診
月 日 場所 -対 象 月 日 場所 -対 象

8月 7 日・8 日 上林公民館
40歳以上の住民

6月 19 日 上林公民館
30歳以上の女性

-受付時間 -受付時間

9月 17 日 ~20 日 午前7時30分 -9時 30分 6月 20 日・7 月 8 日 北吉井小学較体育館 午後l時 -2時

9月 24 日 町民会館 00 1'1 は午前8~#40分 - 10 11寺) 6月 24 日・7 月 3 日 南吉井小学校体育館 -料 金

10月 17 日・ 18 日
-料 金

7月 18 日・ 22 日・ 23 日 町民会館
子宮 (t ~ 、がん検診

宵がん検診 800円 500円

大l協がん検診 400円 10月 18 日 町民会館 乳がん検診

※午後9時以降、絶飲食 ・禁煙、朝食もとらないで下さい。 100円

※ 9月 20 日のみ、検診車は3台です。 他の日は2台です。 ※パスタオルが必要です。

π 

を餐
のT.j9

震窃
~S 
皇や
警&
き字

食
生
活
は
健
康
づ
く
り
の
基
本

で
す

。
自
分
で
食
生
活
を
改
善
し

よ
う

と
す
る
と
、
い
ろ
ん
な
疑
問
に
ぶ

つ
か
り
ま
せ
ん
か
。

女
性
を
対
象
に

「

元
気
か
あ
ち

ゃ
ん
学
級
L

を
開
催
し
ま
す

。

。
食
生
活
や
健
康
に
関
す
る
問

題
を
共
に

学
び
共
に
育
と
う
。
が

モ
ッ

ト
ー

で
す

。

女
性
の
健
康
は
家
庭
生
活
の
基

盤
で
す
。
家
庭
で
の
健
康
管
理
は

も
ち
ろ
ん

、

家
族
や
お
友
達
に
も

伝
え
て
健
康
、
つ
く
り
を
す
す
め
て

い
き
ま
せ
ん
か

。

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

場
所

時
間

料
金

町
民
会
館

午
前
九
時
1

午
後
三
時

無
料

テ
キ
ス
ト

を
お
渡
し
し
ま
す

。

定
員

三
十
名
(
先
着
順
)

※
保
健
婦
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ

-日程表
月 日 内 ~ ヨ「 講 師

開講式、オリエンテーション

7 月 9 日 (;.:)
講義「女性の健康づくり推進事業と 松山中央保健所

地区組織活動」 栄養指導係長 11上盟

調理実習「健康食」 栄養士玉井好子

8 月 6 日(;.:)
講義「健康と栄養の基礎知識」

栄養士臼11幸恵
調理実習「高血圧予防食」

9 月 4 日 ~j()
講義「食生活プランのたて方」

栄養士玉井好子
調理実習「貧血予防食」

10月 4 自治)
講義「年代別の健康づくり」

栄養士玉井好子
調理実習「高齢者むけの食事」

11 月 20 自体)
講義「健康づくりと運動」 健康運動指導士

調理実習「カルシウム食」 栄養士白方幸恵

講義「成人病について」 医師

12月 10 日 伏) 調理実習「緑糞色野菜を使って 栄養士白11幸恵

ーがん予防食」

1 月 14 日 (火)
講義「成人病と食生活」

栄養士白11*恋
調理実習「高脂血症予防食」

合同研修

2 月 14 日恰) 調理実習「低カロリーのパーティー食」 栄養士 臼方幸恵

開講式



クツz は健康チ度年

昌

本

宙
開
ω
診
富

i
Aフ
年
か
ら
受
け
方
か
変
わ
り
ま
す
i

脳
卒
中

・

心
臓
病

・

糖
尿
病
等

の
成
人
病
は
、
健
康
な
時
か
ら
栄

養
・
休
養
・

運
動
に
気
を
配
る
こ

と
で
予
防
が
可
能
で
す
。

し
か
し
、
ど
ん
な
に
気
を
つ
け

て
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
病
気
に
か

か
ら
な
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
成

人
病
は
時
間
を
か

け
て
進
行
す
る

の
で
、
早
い
時
期
に
み
つ

け
て
治

療
す
れ
ば
、
大
事
に

到
ら
な

い
で

す
む
こ
と
も
あ
り
ま
す

。

そ
の
た
め
に

年
に
一
度

は
健
康

チ
ェ

ッ
ク
が
必
要
と
な
り
ま
す

。

今
年
か
ら
基
本
健
康
診
査
を
①

検
査
日
と
②
診
察
・
相
談
日
に
分

け
る
こ
と
に
よ
り
、

待
ち
時
間
が

短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

-
①

検
査

〈
全
員
〉

問
診
・
身
体
計
測
・
血
圧
測
定
・

検
尿
・

血
液
検
査
(
総
コ
レ
ス
テ

ロ
ー

ル
・

H
D
L

コ
レ
ス
テ

ロ

山
知l

l

ル
・

中
性
脂
肪

・

肝
機
能
検

査
・

腎
機
能
検
査
・
尿
酸

・

血

糖
検
査
)

〈
必
要
な
人
〉

眼
底
検
査
・

心
電
図
検
査
・
H
b

A
I
C
 

②

診
察
・
相
談

〈
全
員
〉

検
査
日
か
ら
約
二
週
間
後
に
、

一
回
目
で
行
っ
た
検
査
の
結
果

を
も
と
に
、
医
師
・
保
健
婦

・

栄
養
士
に
よ
る
、
診
察

・

相
談

を
行
い
ま
す
。

結
果
を
こ
こ

で
本
人
に
お
知
ら

せ
し
ま
す

。

早
け
れ
ば
二
十
分
1

三
十
分
で

終
了
し
ま
す
。

※
I

肝
機
能
検
査
に
新
し
く
ア
ル
カ
リ
フ

ォ
ス
フ
ァ
タ

l

ゼ
が
加
わ
リ
ま
し
た

。

※
2

糖
尿
病
の
検
査
で
す

。

今
年
か
ら
全
員

に
実
施
し
ま
す

。

※
3

糠
尿
病
の
さ
ら
に
詳
し
い
検
査
で
す

。

四
十
才
以
上

の
住
民

正
r

斗

-
h
Z
H
ψ水炉1

健
康
手
帳
(
四
十
才
以

上
の
方
に
発
行
し
て
い

ま
す
。

)

受
診
方
法

申
し
込
み
は
不
要
。

直
接
健
診
会
場
へ
お
越

し
下
さ
い
。

そ
の
他

検
査
を
正
確
に
行
う
た

め
で
き
る
だ

け
空
腹
で

お
越
し
下
さ
い
。

日
程
等
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

対
象
者

料
金

持
参
品

① 検 主フ民ヨL ② =ロ会9 察 • 本目 員炎
月 日 場所 受付時間 地 区 月 日 場所 受付時間 地 区

7 月 1 6 日 (火) 下 林集会所 9時30介~11 時30分 下林・上村 7 月 30 日 伏) 下 林集会所 9時30介~11時30介 下林・上村

7 月 1 8 日 同 南野田集会所 // 南里子回 ・北野田 ・新村
8 月 1 日同 南野田集会所 南野田・北野田・新村// 

8 月 7 日嗣 上林公民館 9時30~ト~15時∞分 上林
9 月 3 日 伏) 北吉井小体育館 // 山之内・樋 口・西岡

8 月 8 日附 // // 上林

8 月 20 日 (火) 北吉井小体育館 9時30介~11 時30介 山之内・樋 口 ・西岡
9 月 5 日 休) 南吉井小体育館 // 牛測

8 月 22 日同 南吉井小体育館 // 牛iXIJ 9 月 10 日 伏) 町民会館 // 横河原 ・志津川

8 月 27 日 伏) 町 民会館 日時30分~12待30介 横河原 ・志津川 9 月 11 日 附 // // 
北里子台団地 ・牛浜IJ団地
播磨台団地・上樋

8 月 28 日附 // // 
北野台団地・牛測団地
播磨台団地・上樋

9 月 26 日 休) // // 
見奈良 ・志津川(八反地)

9 月 12 日同 // // 
見奈良・志津川(八反地) 田窪田地
田窪田地

9 月 1 3 日幽 田窪
9 月 27 日幽 // // 田窪

// // 

1 0 月 24 日附 // // 上記未受診者 1 1 月 7 日 休) // // 上記未受信者

健
康
づ
く
ο料理

講
習
会

骨
粗
し
よ
う
症
を
予
防
す
る
た

め
左
記
の
と
お
り

、
料
理
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い

。

※上林地区のみ従来どおり検査と診察を同日に行います。

月 日 場所 時間 準備物 内 ~ 担当

l 骨粗しょう症の理解
エフ。 ロ ン ①原因、症状、治療と予 |坊

タツノ fー ②運動のすすめ

上林
10 : 00 

タオノレ
2 カルシウム強化のための

栄養士
7 月 2 日快) ~ 作戦

公民館
12 : 30 

筆記用具 ①カルシウムの多く含まれて 保健婦

運動のできる いる食品・調理法

服装 ②カルシウム強化献立

(調理と試食)



B t"司、

日
時七

月
五
日
幽

午
後
七
時
三
十
分
l

場
所重

信
中
学
校
野
球
場

(
雨
天
時
は
町
民
会
館
)

講
習
内
容

-

テ
ン
ト
の
設

営
方
法

-

キ

ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
!
の

留
意
点

①
受
講
者
に
は

、
町
保
有
テ

ン

ト
の
無
料
貸
し
出
し
を

許
可
し
ま
す

。

(
一
人
二
張
り
ま
で
)

主
催重

信
町
教
育
委
員
会

テ
ン
ト

取
扱
い
講
習
会

申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

宮
九
六
回
ー

一
五
O
O

附

鉱
山
恥
胴
体
成
人
指
導
者

研
修
参
加
者
募
集

日
時

六
月
二
十
九
日
出
午
後
二

時
1

三
十
日
間
午
後
二
時

場
所

広
田
村

参
加
費

(三
千
円
程
度
)
・

交
通
費

は
個
人
負
担

研
修
内
容

講
義
「

子
供
会
・

少

年
団
体
の
組
織
と
運
営
L
・
「

子
供

会
・

少
年
団
体
活
動
指
導
者

の
役

割
」

実
技
「

野
外
炊
飯
の
指
導
L

「

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ

l

の
指

導
」
「
テ
ン
ト

設
営
・

レ
ク
リ
ェ

ー

シ
ョ
ン
の
指
導
」

募
集
人
数

五
人

申
込
期
限

六
月
十
八
日

ω

主
催

愛
媛
県
教
育
委

員
会

プー)し監視員募集
!IIJ民プール監視員を次のとおり募集しま

す。

募集人員

応募資格

|町内に居住する大学生で、次の条件を満た

す方。

①身長 160cm以上で、一応の*~永(平泳ぎ ・

クロ ール ・ 背泳ぎ)ができること 。

②期間中休まずに勤務できること 。

③健康で責任感があること 。

期間

7月 21 日から 8月 1 3 日までの毎日

8月 1 7 日から 8月 3 1 日まで・の水 ・ 土 ・ 日曜日

時間 11時か ら 17時30分まで

日当 6 ， 000円

応募手続

6月 21 日までに、履歴書を社会教育課まで

提出して下さい。

7名福

寿

大

日
時

六
月
二
十
五
日
ω

午
後

一
時
三
十
分
1

町
民
会
館

第

一
・

二
研
修
室

講
師

演
題

会
場

字

「

ア
ラ
ス
カ
開
拓
の
先

駆
者
和
田
重
次
郎
」

|

生
い
立
ち
と
そ
の
生
涯|

元
素
鷲
小
学
校
長

上
岡
治
郎
先
生

入
場

無
料

主
催

町
教
育
委
員
会

重次郎和田

〈
情
報
科
学
〉
「
号
外
」
戦
後

史
全
3

巻
|

大
空
社

〈
心
理

学
〉
斎
藤
茂
太
の
心
が
ラ
ク
に

な
る
事
典
|

斎
藤
茂
太

〈
歴

史
〉

こ
の
国
の
か
た
ち
⑤
|

司

馬
遼
太
郎

〈
社
会
科
学
〉
天

声
人
語
|

朝
日
新
聞
論
説
委
員

会

〈
医
学
〉
病
気
に
な
ら
な

い
養
生
ガ
イ
ド
|

劉
影

〈
技

術
〉
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の

真
実

|

広
河
隆
一
〈

手
芸
〉
優
雅

な
リ
ボ
ン
刺
し

ゅ
う

|

尾
上
雅

野

〈
料
理
〉
焼
き
菓
子
教
室

|

椎
名
真
知
子
〈

動
物
学
〉

幸
せ
を
つ
か
ん
だ
犬
た
ち

|
北

浦
清
人

〈
芸
術
〉
水
墨
画

花
の
描
き
方
l

谷
口
真
仙
〈
ス

ポ
ー
ツ
〉

イ
チ
ロ

l

に
教
え
た

こ
と
、
教
え
ら
れ
た
こ
と
l

中

村
豪

〈
文
学
〉
ゆ
る
や
か
な

併
|

大
江
健
三
郎

〈
児
童
書
〉

絵
で
見
る
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
全

5

巻
調
べ
て

学
ぶ
日
本
の
伝

統
全
5

巻
・
・
・な
ど

。

〈
図
書
寄
贈
の
お
礼
〉

O

松
岡
満
さ
ん

O

宮
内
恵
美
さ
ん
O

日
野

良
唆
さ
ん
O

波
部
直
美
さ
ん
O

小
山
静
思

さ
ん

O

穴
吹
義
教
さ
ん
O

大
六
良
子
さ

ん

O

越
智
康
孝
さ
ん

O

小
川
勉
さ
ん
以
止

の
方
々
か
ら
図
書
を
寄
贈
下
さ
い
ま
し
た

。

あ
り

が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。



| 「重信の歴史教室--重信町誌から学ぽ吋さとのいろいろ、~ I 

" r""....). g 

昭和 131:手に落成した南吉井小学校校舎(赤屋根2階建)

旧
三
ケ
村
が
合
併
し
、
重
信
町

が
誕
生
し
て
か
ら
今
年
で
凹
十
年

に
な
り
ま
す

。

教
育
委
員
会
で
は
、
私
た
ち
の

ふ
る
さ
と
で
あ
る
重
信

町
の
歴
史

に
つ
い
て
学
習
す
る
教
室
を
開
き

ま
す

。

内

容
は
、
一
回
目
が

「

明
治
時

代
か
ら
現
代
ま
で

」、

二
回
目
が

「
古
代
か
ら
幕
藩
時
代
ま
で
」

で

す
。
二

日
間
で
す
の
で
お
気
軽
に

お
越
し
下
さ
い
。

な
お
、
希
望
者
へ
は

町
誌
を
二

千
円
で
販
売
し
ま
す

。

く
わ
し
い

日

程
は
、

お
り
で
す

。

左
記
の
と

dz今z、 場
播磨台団地 田窪団地 上樋団地 北野台団地

公民館 公民館 公民館 公民館

E毒 師 森正史先生 池川敏朗先生 大西隆成先生 大西~成先生

重 信 通史 1 6月 11 日 (火) 6 月 1 8 日 伏) 6 月 25 日伏) 7 月 2 日ω

ふるさとめぐり 1 7 月 7 日 (日)

重 信 通史 2 7月 16 日 伏) 7 月 23 日伏) 7 月 30 日 uo 8月 6 日 伏)

ふるさとめぐり 2 8 月 11 日 (日)

重信 通史 1 ・ 2 午後7時 30分~午後911寺30分

ふるさとめぐり I ・ 2 午前9時 30分~午後311寺 30分

2) ふるさとめぐりの参加 I~OI し込みは、各公民館で受け付けます。

希望者多数の場合は、 11"* とします。 (募集人紋25名)

3) 参加I 'Pi 知事!(ただし、ふるさとめぐリの際の、昼食.t();み物は各人持参とします-， )

昨日1)11寺

会
一道

協
一華

化文
吉B人形劇団

クラルテ

重信おやこ劇場 7月例会
「おやゆびひめJ rこのゆひ.たかれ」

お
花
を
生
け
て
み
ま

せ
ん
か
?

う
る
お
い
の
あ
る

心

豊
か
な
生
活
を
め
ざ
し

て
・

・ご
希
望
の
方
は
、
六

月

二
十
五
日

ω
午
後
七

時
三
十
分
に

町
民
会
館

へ
お
越
し
下
さ
い

。

流

派
、
日
時

、

会
費
、
用
具

そ
の
他
の
打
ち
合
わ
せ

を
し
ま
す

。

問
い
合
わ
せ
先

池
川
み
ち
子

宮
九
六
凹
|

三
六
三
九

花から生まれたかわいいおやゆび姫の話を、臨を編んだ人

)1ヲやセッ ト で表現します。 「こ のゆびたかれ」 はどろん こ遊び

の大好きな こぶたちゃんと狼のお話。クラルテとはフランス

語で「光」の意味です。

日時 7月 5 日幽午後6時30分~

111]"民会館

第 1 ・ 2研修室

会員制

重信おやこ劇場

重信町教育委員会

重信町 文化協会

事務所 964-7 1 88

越智 964-57 1 9

清水 964-69 1 3

所

参加費

主催

後媛

連絡先

場

ちさ
よ戸
つ r

生萌
(ア冶

育ぜあ
末寸
まン

32 展

地
味
な
歴
史
に
も
色
物
が
・
.. 

江
戸
時
代
の
衣
装
を
小
粋
に

見
せ
た

「
小
紋
」

な
ど
の

「
染

め
型
紙
」

と
明
治
の
ダ
イ
レ
ク

ト

メ
ー

ル
「
引
き

札
」
の
カ
ラ

フ
ル
な
展
示
で
す

。

引
き

札
は
、
テ

レ
ビ

番
組
の

「
な
ん
で
も
鑑
定
団

」

で
は
な

か
な
か
の

側
だ
っ
た
と
か

。

型
紙
は
、
一
般
に
伊
勢
型

紙

で
知
ら
れ
、
そ
の
繊
細
巧
鍛
さ

は
人
間
国
宝
と

し

て
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す

。

:fH 



n
H
U
 
l
 

問
い
合
わ
せ
先

歴
史
民
俗
資
料
館(

図書
館
3

F
)

宮
九
六
四
l

一
五
O
O

刊

⑮
五
O
三

家
の
新
築
・
増
改
築
、
道
路
工
事
、
農
地
改
良
、

区
画
形
状
の
変
更
の
際
に
は
ご
相
談
を
/

最
近
、
町
内

の
あ
ち
ら

こ
ち

ら

で
、
家
の
建
て
替
え
や
新
築
が
増

え
て
き
ま
し
た

。

以
前
は
、
町
内
の
「
埋
蔵
文
化

財
包
蔵
地
」

が
指
定
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
元
年
「
包

蔵
地
」

が
決
ま
り
、
文
化
財
保
護

法
に
よ
る
条
令
に
よ
っ
て
、
包
蔵

地
に
お
け
る

家
屋
の
新
築
、
道
路

工
事
等
の
際
は
、
必
ず
確
認
調
査

を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
「
県
の
手
続
き
条
令
」
が
、

こ
の
三
月
か
ら
「
包
蔵
地
内

」

の

み
で
な
く
、
そ
こ
の
隣
接
地
や
予

測
さ
れ
る
土
地
に
つ
い
て
も
必
要

と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
試
掘
(
学

術
)
調
査
を
行
う
よ
う
に
変
わ
り

ま
し
た
。

つ
ま
り
条
令
の
内
容
が
一
段
と

濃
く
な
っ
た
わ

け
で
す
。

届
け
出
の
方
法
は
次
の
と
お
り

で
す
。

あ告 化出 や
れ 書 係 財(埋予下役
ばをは 係賢蔵 ìWJ 図 場
本県試ま 文地の各
調に掘 で長化 に包 謀
査提と 炉 、1 資財 ← 該蔵 ← へ
。出と 料確 当 地 の
しも 認すま工
、に 苧 l頓るた 事
遺そ 埋い 場隣 届
跡の 蔵を 合接 ,':1:', 

が幸I~ 文提 。 地
。

財
図

開

化
地
問

文
蔵
四

蔵
包

埋町信重



?
っ
・
ど
う
し
て
聞
き
た
が
る
の

あ
る
新
聞
に
、
日
本
の
中

学
校

に
勤
め
て
い
る
ア
メ
リ
カ
人
英
語

指
導
助
手
の
感
想
が
載
せ
ら
れ
て

い
ま
し
た

。

要
約
す
る
と
、
『
学
生
た
ち
が
教

室
外
で
話
し
か
け
て
く
れ
る
の
は

う
れ
し
い
が
、
そ
の
内
容
に
と
ま

ど
う
こ
と
が
あ
る

。

例
え
ば
、
「
ど

こ
で
生
ま
れ
た
の
で
す
か
」
「
ガ
ー

ル
フ
レ
ン
ド
が
い
ま
す
か
」

と
い

う
よ
う
に
、

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ

ー

に
関
す
る

，
」
と

が
多
い
。

自
分

の
回
で
は
、
こ
の
よ
う
な
会
話
は
、

よ
ほ
ど
親
し
く
な
け
れ
ば
し
な
い

こ
と
だ
。

英
語
で
話
し
て
み
よ
う

と
い
う
意
欲
に
は
感

心
す
る
が
、

時
に
は
う
ん
ざ
り
す
る
こ
と
も
あ

る

。
』
以
上
で
あ
り
ま
す

。

さ
て
、
皆
さ
ん
は
ど
う
関
心
わ
れ

ま
す
か

。

「
ど
ニ
で
生
ま
れ
て
、
ど

ん
な
生
活
を
し
て
い
る
か
」
「
恋
人

が
い
る
か
い
な
い
か
に
結
婚
し
て

い
る
か
い
な
い
か
」
な
ど
を
聞
く

11 

こ
と
は
、
個
人
の
私
生
活
に
立
ち
入

る
こ
と
で
、
厳
密
に
い
え
ば
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
侵
害
に
あ
た
り
ま
す

。

で
は
、
私
た
ち
自
身
は
、
ど
の

よ
う
な
、
」
と
を
他
人
に
知
ら

れ
た

く
な
い
と
思

っ

て
い
る
の
で
し
よ

み
ノ
・
刀

昭
和
六
十
年
に
、
政
府
が
実
施
し

た
世
論
調
査
の
結
果
を
グ
ラ
フ
に

す
る
と
左
の
よ
う
に
な
り
ま
す

。

と
こ
ろ
で

、
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

権
利
」
が
、
ひ
と
つ
の
独
立
し
た
権

利
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

%
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「
他
人
の
プ
ラ
イ
パ

っ
た
の
は
、
今
か
ら
一
O
O
年
前
の

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
で
あ
り
ま
す

。

日
本
で
は
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

権
利
が
問
題
に
な
り
は
じ
め
た
の

は
、
昭
和
三
十
九
年
、
東
京
地
方
裁

判
所
の
判
決
以
後
で
、
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
し
て
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
い

う
言
葉
が
私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り

で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

。

こ
の
事
件
は
、
あ
る
小
説
家
が
、

東
京
都
知
事
選
の
立
候
補
者
の
私

生
活
を

「
宴
の
あ
と
」
と
い
う
小

説
の
中
で
公
表
し
た
の
が
き

っ

か

48.2 

21.0 

年間収入 ・財産状態 ・
納税額などの記録

家族 ・ 親族等家庭生
活の状況

支持政党、宗教など
の主義信条の記録

病歴 ・身体の障害な
どの記録

年金・生活保護などの
公的扶助の受給の有無

学歴 ・ 戦歴などの過
去の記録

職種・地位・ 団体力日入
の有無などの記録

結婚歴・離婚歴

趣味 ・噌好などの記録

現住所及び電話番号

交通違反の記録

出生地

柄続

シ
l

」

つ
・
つ
・

け
で
あ
り
ま
し
た

。

裁
判
所
は
、

「
本
人
が
公
に
し
て
い
な
い
、
他

人
に
知
ら
れ
た
く
な
い

、

私
生
活

の
内
容
を
、
多
数
の
人
に
公
に
し

て
、
本
人
に
精
神
的
苦
痛
を
与
え

た
」
不
法
行
為

と
し
て
認
め
た
の

で
あ
り
ま
す

。

ま
た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害

が
問
題
に
な
る
の
は
、
就
職
の
際

の
提
出
書
類
や
面
接
時
の
質
問
な

ど
で
あ
り
ま
す

。

「
何
人
家
族
で
す

か
」
と
か

「
長
男
で
す
か
、
ニ
男
で

す
か
」
と
い
う
家
族
構
成
や
兄
弟

関
係
は
、
受
験
者
の
個
人
情
報
や

私
生
活
に
ま
で
入
り
こ
む
質
問
で

あ
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
保
護
の
意

味
か
ら

も
、
ま
た
、
応
募
し
た
生
徒

の
適
性
や
能
力
を
判
断
す
る
上
で

必
要
の
な
い

事
項
で
あ
り
ま
す

。

文
部
省
は
、
今
年
四
月
、
高
校
生

が
就
職
で
不
当
な
差
別
を
受
け
な

い
た
め
に
と
、
新
し
い
応
募
書
類
を

使
う
よ
う
、
全
国
の
都
道
府
県
教
育

委
員
会
に
通
知
を
出
し
ま
し
た

。

来
年
三
月
の

卒
業
生
の
応
募
書

類
か
ら
は
、

本
籍
地
、
家
族
の
状

況
、
身
体
状
況
の
胸
囲
、
色
覚

の

部
分
が
削
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す

。

人
権
教
育
、
同
和
教
育
が
取
り

組
ま
れ
る
中
で
、
私
た
ち
一
人

一

人
の
権
利
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守

ら

れ
、
全
て

の
国
民
の
幸
せ
が
築

か
れ
て
い
く
こ
と
を
、
今一
度
考

え
て
み
る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い

で
し
ょ

う
か

。

本
年
度
第
一
回
の
人
権
講
座

を
次
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま

す
。

日
時

午六
後月
七二
時十
三四
十日
分(月)

会
場町

民
会
館
二
階
大
ホ

1

ル

講
師四

国
朝
鮮
初
中
学
校

前
校
長

チ
ョ
ウ
・
ソ
ン
ホ
先
生

演
題
「

知
る
こ
と
の
大
切
さ
」

本
年
も
、
た
く
さ
ん
の
方
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

。
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重信町では、海外研修を通じて国

際的な視野と感覚を養い、 地域にお

ける国際交流及び地域社会づくりの

リーダー育成をはかるため、研修生

を募集します。

研
十 修
月 期
二 間
十

日

一月
日 一
間百

研
修
内
容

特
色
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

研
修
先

北
米
(
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
)

研
修
費
用

約
七
十
万
円
程
度

(重
信
町
が
二
分
の

一
以
内
補
助
)

募
集
人
員

若
干
名

応
募
資
格

①
重
信
町
在
住
で
研
修
の
趣
旨

を
理
解
し
、
参
加
を
希
望
す

る
方

。

②
健
康
で
協
調
性
の
あ
る
方

。

③
将
来
、
活
発
な
地
域
活
動
の

出
来
る
方

。

応
募
方
法

申
込
書
に
、
次
の
書
類
を
添
付

し
て
応
募
し
て
下
さ
い
。

①
応
募
の
動
機
を
四
百
字
程
度

に
ま
と
め
た
も
の
。

②
勤
務
さ
れ
て
い
る
場
合
は
勤

務
先
の
承
諾
書

申
込
先

役
場
町
民
謀
住
民
係

宮
九
六
四
ー

二
O
O

一
間

内
線
二
三
一

七
月
十
日
附

申
込
期
限

特
別
弔
慰
金
の
支
給
に
つ
い
て

固
で
は
、
戦
没
者
の
遺
族
に
対
し
、

特
別
弔
慰
金
を
支
給
い
た
し
ま
す
。

一
支
給
の
方
法

特
別
弔
慰
金
は
、
戦
没
者
一
人

に
つ
い
て
、
額
面
四
十
万
円
の
国

債
で
支
給
さ
れ
、
平
成
八
年
か
ら

平
成
十
七
年
ま
で
の
十
年
間
に
わ

た
っ

て
毎
年
四
万
円
ず

つ
償
還
さ

れ
ま
す

。

二
支
給
の
条
件

特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
満
州
事
変
(
昭
和
六

年
九
月
十
八
日
)
以
後
の
戦
没
者

等
の
追
族
の
方
で
す
が
、
平
成
七

年
四
月

一
日
現
在
に
お
い
て
公
務

扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
を
受
け
る

方
が
い
な
い
場
合
に
限
ら
れ
ま
す

。

三
支
給
の
対
象
者

特
別
弔
慰
金
は
、
主
と
し
て
次

に
記
載
さ
れ
た
遺
族
の
う
ち
、
次

の
順
序
に
従

っ
て
最
も
順
位
が
先

の
方
お
一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す

。

川
平
成
七
年
四
月
一
日
ま
で
に

弔
慰
金
(
遺
族
国
庫
債
券
)
の
受

給
権
を
取
得
し
た
方

。

ω

戦
没
者
等
の
子
。

ω

戦
没
者
等
と
生
計
を
と
も
に

し
て
い
た
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、

弔
慰
の
意
を
表
す
た
め
に

兄
弟
姉
妹
(
婚
姻
、
養
子
縁
組
に

よ
り
平
成
七
年
四
月
一
日
に
氏

が
変
わ

っ

て
い
る
方
を
除
く

。

)

ω
ω

以
外
の
父
母
、
孫
、
祖
父

母
、
兄
弟
姉
妹

。

間
山
か

ら
凶
以
外
の
三
親
等
内

の
親
族
(
戦
没
者
等
の
死
亡
ま

で
引
き
続
い
て
一
年
以
上
生
計

を
と
も
に
し
て
い
た
方
。
)

四
請
求
の
期
限

請
求
は
、
平
成
十
年
三
月

三
十

一
日
ま
で
で
す

。

そ
れ
ま
で
に
請

求
し
な
い
と
受
給
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

詳
し

く
は
、

役
場
福
祉
課
ま
た

は
愛
媛
県
県
民
福
祉
部
高
齢
者
福

祉
課
援
護
恩
給
係
官

九
四

一
ー

一
一
一
一
一
(
内
線
二
五
三
六
)
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い

。

ρ 

農
作
物
へ
の
被
害
防
止
及
び

良
好
な
生
活
環
境
の
保
全
を
図

る
た
め
、
宅
地
化
さ
れ
た
状
態

に
あ
る
土
地
、
未
利
用
の
雑
種

地
、
耕
作
さ
れ
て
な
い
農
地
な

ど
に
雑
草
等
が
繁
茂
し
な
い
よ

う
に
所
有
者
、
管
理
者
等
は
常

に
適
正
に
管
理
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん

。

あ
な
た
の
所
有
地
に
は
雑
草

は
生
え
て
い
ま
せ
ん
か

。

雑
草

等
が
繁
茂
し
て
お
り
ま
し
た
ら

速
や
か
に
除
去
し
て
下
さ
い

。

所
有
者
等
の
不
明
の
場
合
は

役
場
生
活
環
境
課

ま
で
連
絡
し

て
下
さ
い

。

@信泡ぺ江与信か宅か宅島宅ゆ宅島⑤所

'

務

草
刈
り

qが
り
ま
す

事

•. 

‘
，
・

4

・

ロ
岡
山
戸

(
六
月j
十
月
)

静

重
信
町
森
林
組
合
で
は
、
未

計

利
用
地
等
の
雑
草
刈
り
を
代
わ

統

っ
て
い
た
し
ま
す

。

媛

日
程
及
び
料
金
に
つ
い
て

愛

は
、
電
話
に
て
相
談
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

人
夫
ご
希
望
の
方
は

重
信
町
森
林
組
合

宮
九
六
四
l

二
一

一
五
ま
で

FAX943-8226 
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テ
ン
プ
ラ
油
等

と
、
ま
た
う
す
め
た
も

の
は
乳

酸
飲
料
等
と
間
違
い
や
す
い

の

で
、
十
分
注
意
し
て
下
さ
い

。

③
薬
剤
と
同
時
に
事
故
防
止
用
ラ

ベ
ル
を
配
布
し
ま
す
か
ら
、
必

ず
ビ
ン
等
の
容
器
に
は
り
つ
け

て
下
さ
い

。

④
既
設
の
浄
化
槽
に
は

、

絶
対
に

流
し
込
ま
な
い
で
下
さ
い

。

浄

化
槽
内
の
大
切
な
微
生
物
が
死

ん
で
機
能
を
発
揮
し
な
く
な
り

ま
す
。

⑤
あ
ま
っ
た
薬
剤
は
、
役
場
生
活
環

境
課
ま
で
返
却
し
て
下
さ
い

。

篤

志

寄

夏
に
発
生
す
る
蚊

・

ハ
エ
を
、
地

区
ぐ
る
み
で
駆
除
し
、
毎
日
快
適

な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
全

町
一

斉
に
衛
生
害
虫
駆
除
を
展
開
し
ま

す
の
で
、
運
動
に
ご
協
力
下
さ
い
。

な
お
薬
剤
は
、
地
区
実
践
会
を

通
じ
て
配
布
し
ま
す

。

実
施
時
期

六
月
九
日
か

ら
七
月
十
四
日
ま

で
に
、
六
回
実
施
し
ま
す

。

こ

の

実
施
時
期
に
合
わ
な
い
時
は

地
区

ま
た
は
組
で
日
程
を
決
め
て
実
施

し
て
下
さ
い

。

使
用
薬
剤

礼
剤
(
D
D
V
P
五
%
、
ダ
イ
ア

ジ
ノ
ン
二
%
)

散
布
要
領

原
液
を
二
百
倍
に
う
す
め
、
一

戸
あ
た
り
一
回
六

リ

ッ

ト
ル
を
便

所
及
び
そ
の
周
辺
、
下
水
等
に
散

布
し
て
下
さ
い
。

二
百
倍
液
の
っ
く
り
方

三
十
∞
の
原
液
を
、
六
リ
ッ
ト

ル
の
水
に
入
れ
て
よ
く
か
き
ま
ぜ

ま
す
。

注
意
事
項

①
薬
剤
は
、
地
区
ま
た
は
組
単
位

で
散
布
し
、
個
人
で
散
布
し
な

い
で
下
さ
い
。

②
薬
剤
原
液
は
、

付

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次

の
方
か
ら
金

一
封
を
寄
付
下
さ
い

ま
し
た
。
温
か
い
善
意
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す

。

(
敬
称
略
)

〈
一
般
寄
付
〉

皿
ヶ
嶺
山
草
全

〈
香
典
返
し
〉

佐
伯
数
永
(
見
奈
良
)
亡
父

熊
扶
美
子
(
牛
測
)
亡
夫

松
本
サ
ダ
ヱ
(
西
岡
)
亡
夫

深
津
敏
夫
(
牛
洲
)
亡
父

高
原
弘
二
樋
口
)
亡

子

八
塚
孝
(
南
野
田
)
亡
父

木
村
孝
博
(
横
河
原
)
亡
父

東
猛
雄
(
田
窪

)
亡
父
辰高 喜 仁富思贋 宗
夫男一五明 市

良日 艮日

児
童
手
当
制
度

児
童
手
当
は
、

三
歳
未
満
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ

れ
ま
す

。

児
童
手
当
は
、
認
定
請
求
を
し

た
翌
月
か
ら
支
給
さ
れ
、
支
給

事

由
の
消
滅
し
た
日
の
月
分
で
終
わ

り
ま
す

。

原
則
と
し
て
手
当
は
、
毎
年
二

月
・
六
月
・

十
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

前
月
分
ま
で
が
支
給
さ
れ
ま
す

。

既
に
、
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ

て
い
る
方
は
、

三
歳
の
誕
生
月
分

ま
で
支
給
し
ま
す

。

た
だ
し
、
所
得
が

一
定
額
以
上

の
場
合
に
は
所
得
制
限
に
よ
り
児

童
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

認
定
請
求
は
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す

。

。
公
務
員
の
方
は

、
勤
務
先
で
手

続
き
を
し
て
下
さ
い
。

6

月
は
現
況
届
提
出
月

児
童
手
当
受
給
者
の
方
は
、
毎

年
六
月
中
に
、
現
況
届
を
提
出
す

る

こ
と
に

な

っ
て
い
ま
す

。

こ

の
現
況
届
は
、
受
給
者
の
前

年
の
所
得
状
況
と
六
月
一
日
現
在

の
養
育
の
状
況
な
ど
を
確
認
す
る

た
め
の
届
け
で
す

。

こ

の
届
け
を

提
出
し
な
い
と
、
受
給
資
格
が
あ

っ
て
も
六
月
以
降
の
手
当
を
受
け

ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
必
ず
提
出
し
て
下
さ
い

。

現
在
受
給
中
の
方
へ
は
、
振
込

み
通
知
書
と
と
も
に
、
現
況
届
用

紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
六
月

三
十

日
ま
で
に
、
福
祉
課
ま
で
提
出
し

て
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
福
祉
課

宮
九
六
四
|
二

O
O

一
間

内
線
二
五
四

国際ボランティア
貯金加入者1
平成3年 1 月に創設され

た国際ボランティア貯金

の加入者が、今年5月 2 日を

もって、 2 ， 000万人に到達

しました。これもひと え

に、皆様のご支援のたまも

のだと感謝しております。

この貯金は、預金者の方の

善意に より、通常郵便貯金

の利子の20% を、民間海外

援助団体を通じて、開発途

上地域の福祉の向上に寄

与しようとするものです。
今後とも 、皆様の深いご

理解と、 iELかいご支援をお

昨夏し、いたします。

一重信郵便局一

農業情報をファックスてー提供「あくV愛媛」

野
山
に
き
れ
い
な
花
の
咲
く

季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ

ん
の
畑
や
庭
先
な
ど
に
「

大
麻
」

や
「

植
え
て
は
い
け
な
い
け
し
L

を
栽
培
し
た
り
、
自
生
し
て
い

ま
せ
ん
か
。
こ
れ
ら
は
、
法
律

に
よ

っ

て
許
可
な
く
み
だ
り
に

植
え
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

愛
媛
県
で
は

け
し
の
花
が

咲
く
五
月
と
六
月
に

「

不
正
大

@句。屯か屯泡石泡待洛句。官ゆ⑤

麻
・

け
し
撲
滅
運
動
」
を
実
施

し
、
正
し
い
知
識
の
普
及
や
、

不
正
栽
培
の
大
麻
や
け
し
の
発

見
に
努
め
て
い
ま
す

。

「
大
麻
」

や
「
け
し
L
に
つ
い

て
、
わ
か
ら
な
い
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
遠
慮
な
く
保
健
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

松
山
中
央
保
健
所

保
健
予
防
課

松
山
市
北
持
田
町医
療
係

宮
九
四

一
ー

一
一
一
一
間

内
線
二
六
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デイザーピスセジヲー・介護支媛セジヲーの利用案内

、

タンセス

劃
ゼ

満
十
-
一
島

市
中
門
司

(虚弱型)

デイサービスセンター
「あしてる重信」

重信町北野田533- 1 (ウエルケア重信内)

TEL955-0310 

重信町ー田窪2370(老人福祉センタ ー内)

TEL964-9317 

利用申込先
次のいずれかに申し込んで下さ

O重信町在宅介護支援センタ ー
(ウ エルケア重信内)
fi'955-0300 

0デイサービスセンター「重信」
(ウエルケア重信内)
fi'955-031O 

0デイサービスセンター
「あいくる重信」
(老人福祉センタ ー 内)

fi'964-9317 

サービスの内容
町内在住の概ね65歳以上で、自宅で介護を受けることが困難な方を、送迎用リフトパスで送

迎し、入浴、給食(昼食)、健康チェ y ク、日常動作訓練(リハビリ)、家庭介護者教室などのサ
ー ビスを提供します。
センターは2ヵ所あり、 『重信』 では重介護の方を、 『あいくる重信』 では、虚弱の方を対象

にしています。
なお、デイサー ビスセンタ 一重信では、特殊入浴を実施しています。
費用は、 l回あたり 600円です。

配食サービス
町内在住の65歳以上の一人暮らし又は高齢者夫婦世帯で自宅で畳食を作ることが困韓日な方
を対象に、毎週月曜日から土曜日の問、自宅に昼食をお届けします。
日曜日 、 祝日、祭日、国民の休日、年末年始は休みます。
費用は、 l食あたり 500円です。

業務案内
在宅でお年寄 りを介護されている方のために、介護に関する相談をお受けし、 IIIJ民の方が住み慣れた地

域でいつまで も暮らしていけるようにお手伝いします。
相談は、直接 「重信町在宅介護支援センタ ー」 を訪ねるほか、電話でも 24時間お受けします。 相談内容
により、公的福祉サー ビスを利用した方がよい場合は、サービス利用手続きのお手伝い も します。 (秘密
厳守)
また、支援センタ ーでは、介護用品の展示紹介、介護方法の訪問指導、施設利用の紹介や手続きのお手

伝いもします。
相談は無料です。 お気軽にご利用下さい。

相談例
本床ずれが出来ない方法は?
*11要が痛くな ら ない介護の方法は?
本家でのリハビリの方法はありますか?

重信町在宅
介護支援センター

重信町北野田533-1

(ウ エルケア重信内)

TEL955-0300 申ねたきり老人を短期間だけ預かつ てほしい。
*住宅を改造したいのだけれど?
など…

箇

包

会

句

健
や
か
な
老
後
の
条
件
は

三
つ

あ
り
ま
す

。

一
つ
は
自
分
で
歩
け
る
事
、
つ

ま
り
、
身
体
が
健
康
で
あ
る

事
。

二
つ
め
は
、
会
話
が
で
き
る
事

、

つ
ま
り
、
自
分
の
歯
が
残
っ
て
い

る

事
。

三
つ
め
は
、
何
で
も
食
べ
れ
る

事
、
つ
ま
り
自
分
の
歯
が
二
十
本

以
上
残
っ
て
い
る

事
で
す

。

歯
は
顔
の
表
情
を
若
々
し
く
し

発
音
を
明
瞭
に
し
ま
す
。
食
べ
物

を
か
む
刺
激
は
ボ
ケ
を
予
防
す
る

と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す

。

厚
生
省
で
は
、
8
0
2
0
(

ハ
チ

マ
ル
ニ
マ
ル
)
運
動
と
い
っ
て
八

十
才
で
二
十
本
の
歯
を
残
し
ま
し

ょ
う
と
い
う
運
動
を
す
す
め
て
い

ま
す

。

六
月
四
日
1

十
日
は

「

歯
の
衛

生
週
間
」

で
す

。

下
記
の
事
に
気

を
つ
け
て
、
歯
と
歯
ぐ
き
の
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。

歯の衛生週間
(6月 4 日 ~10 日)

侶1

食
事
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く

。

2

糖
分
の
と
り
す
ぎ
に
注
意
。

3

か
た
い
物
は
よ
く
か
ん
で

、

歯

と
歯
ぐ
さ
を
丈
夫
に
。

4

効
果
的
な
歯
み
が
き
を
。

(
食
後

と
眠
る
前
は
特
に
て
い
ね
い

5

年
に
一
回
は
歯
科
検
診
。

6

痛
い
、
水
が
し
み
る
、
歯
ぐ
さ

か
ら
血
が
出
る
時
は

、

す
み
や

か
に
病
院
へ
。

要F 題h
歯
み

がき
3 強いカでみがくと毛先が 1 毛先を使う
逃げてしまいます の

叫E 90靭
毛基
み先本は

4 歯菌を3つに分けて 2 歯面に直角に当てる がき
みるとよい



五
月
九
日
、
役
場
で
「

町
政
モ
ニ

タ

ー
」

の
委
嘱
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

こ
の
制
度
は
、

町
民
の
率
直
な

意
見
や
要
望
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
、
効
果
的
な
町
政
を
推
進
す
る

た
め
の
資
料
と
す
る
も
の
で

、

平

成
六
年
か

ら
実

施
さ
れ
て
い
ま

す
。

モ
ニ
タ
ー
の
任
期
は

二
年
間

で
、
町
へ
の
提
言
の
ほ
か
、
必
要

に
応
じ
て
、

モ
ニ
タ
ー

懇
談
会
や

関
係
施
設
等
の
見
学
会
な
ど
に
も

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す

。

今
回
は
、
各

地
区
か
ら
推
薦
さ

れ
た
二
十
歳
代
か
ら
六
十
歳
代
ま

で
の
男
女
二
十

一
名
が
委
嘱
を
受

15 

あなたの声を町政!こ/
ki 富町 一第2期町政モニター委嘱式一
としそ
にて h
ないぞ
りたれ
まだの

立

で

政

ボ
ー

イ
ス
カ
ウ

ト

は
が
ん
は
る
こ

と
、
な
か
よ
く
す

る
こ
と
、
や
さ
し
く
す
る
こ
と
な

集
ど
、
大
人
に
な
る
た
め
の
い
ろ
ん
な

E
F

こ
と
を
遊
び
の
中
か
ら

学
ぴ
ま
す

O

z
-
-

ビ
ー

バ
ー

ス
カ
ウ

ト

ト
入
学
直
前
か
ら
小
学
二
年

ウ
・
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト

3

小
学
三
、
四
、
五
年

-
d
・

ボ
ー

イ
ス
カ

ウ
ト

‘
ス
小
学
六
年
・中
学
生
の
男
女
で
す。

楽
し
く
、
や
さ
し
く
、

安
全

に
、
経

験
豊
か
な
指
導
者
が
見
守
り
ま
す

。

O
指
導
者
募
集
中

…
辿
絡先
波
部
た
か子
(宮
九
六
四
l

三
九
一八
)

町
内
を
歩
い
て
い
る
と
、

各
地

区
で

一
斉
清
掃
な
ど
を
し
て
い
る

に
も
か
か
わ

ら

ず
、
ご
み

の
不
法

投
棄
や
、

空
き
缶
・

た
ば
こ
の
吸

l
E

い
殻
な
ど
の
投
げ
捨
て
に
よ

っ

叶
吋

て
、
河
川
や
道
路
の
景
観
が
損
な

f
u

わ
れ
て
い
る
の
を
見
か
け
ま
す

。

、
，

環
境
美
化
の
た
め
に
も
、

車
内

力

の
ご
み
や
公
固
な
ど
で
出
し
た
ご

拘
Z

み
は
自
分
の
責
任
で
必
ず
持
ち
帰

/

る
よ
う
に
し

、

引

っ

越
し
で
出
た

ヨ
巳

ご
み
は
適
正
な
処
分
を
す
る
よ
う

剖
山

に
し
ま
し

ょ

う
0

2
2

春
の
全
国
交

通
安
全
運
動
の

実
施
に
伴
い
、

町
内
の
幼
稚
園
、
保
育
所
、

小
・

中
学
校
、
及
び
養
護
学
校
の
全
十

，
内

六
ヶ
所
で
、
松
山
南

警
察
署
、
松

h
J
山
南
交
通
安
全
協
会
、
重
信
町
交

円

通
指
導
員
の
協
力
を
得
て
、

交
通

小
白
川安
全
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

o

-
-

四
月
か
ら
新
し
い
環
境
で
の

生

を
活
が
始
ま
り
、
児
童
の
皆
さ
ん
が

信
古
川
安
全
に
登
校
で
き
る
よ
う
に
、
交

+
A
V通安
全
に
つ
い
て
熱

心
に
勉
強
し

『
』
ま
し
た

。

H
H
M
道
路
で
の
と
び
出
し
ゃ
、
悪

ふ

同
九
ざ
け
を
し
な
が
ら

の
通
行
は
大
変

冨
ヨ
・
危
険
で
す

。
交

通
ル
ー

ル
を
守
り

事
故
の
な
い
、
楽
し
い

学
校
生
活

を
送
り
ま
し
ょ

う

。

お
か
え
ん
.
ひ
っ

裏
表
紙
に
掲
載
し
た
、
愛
媛
県

花
き
総
合
指
導
セ
ン
タ

ー

に
作
ら

れ
た
長
|

い
花
の
壁
画
。

皆
さ
ん

は
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
か
?
マ
ス

コ
ミ

等
で
報
道
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り

、
多
く

の
人
が
訪
れ
た
よ
う
で

す
，。

こ

の
広
報
が
出
来
る
頃
は
、
花

、
。

の
入
れ
替
え
の
時
期
な
の
で
、
ま

わ
れ

た
今
月
下
旬
に
は
違

っ
た
装
い
で

下

私
達
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る

力

と
思
い
ま
す

。

協

話
は
少
し
さ
か
の
ぼ
り
ま
す

一
一

が
、
四
月

の
役
場
内
の
機
構
改
革

仰

の
実
施
に
よ
り
、

町
民
課
で
広
報

配

を
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

期

た
。

今
ま
で
の
状
況
と
は
一
変
し

早

(三
月
ま
で
は

小
じ
ん
ま
り
と
し

れ

た
部
屋
に
い
た
の
で

)、

気
持
ち
も

辞

新
た
に
仕
事
を

し

て
い
ま
す

。

4

町
民
課
で
広
報
作
り
な
ん
か
出

来
る
ん
だ
ろ
う
か
・
・
・
と
不
安
に
思

っ

て
い
た
の
で
す
が
、
『
案
ず
る
よ

り

生
む
が
易
し
』
の
言
葉
ど
お
り

、

何
と
か
な
る
も
の
で
、

早
く
も
こ

れ
が
町
民
課
で
発
行
す
る
第

三
号

め
と
な
り
ま
し
た

。

「
心
機

一
転
」

こ
れ
を
機
に
広
報

の
内
容
も
よ
り
充
実
し
た
も
の
に

し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す

。

e百泡/@@百泡信泌宅浴古鳥屯ゆ⑤モy@@/i主だ/百足/習志句史/苛る句史vo忌



国蓮旦防砂= 明足局11 

日 (隈) 1� 事 名 11寺問 場所

1 (月) 結町1) 主核ハ車ピ肺説りが話教んL室雨検前診期(各限地:ホ区実)理骨骨:副1 1長3H30雨- 15語3尉0 1匝町--民-- -会--館I 
2 (刈

樫廃空< I)H型講習合!究 !そ三男 完 全UW99三!?: ~Q j ~I~_t~雪 Jî:哩 l
おとしより健康相談室(要予約)

3 (村
子宮顎がん ・乳がん検診

13:00-14:0。 南吉井小体育 ，'g
( 3 0才以上の女性)

4 (村
l才6 ヵ 月児健康診査

13:30-14:30 IIIJ 民 会 館
( H 6年 11 月 ・ 1 2月生ま れ及び未受診者)

5 幽 キャンプァント講習会 19: 30 -22: 00 重信中学|瓶球部

6 (土)
菊づくり講座 13:30-15:30 川 民会館

いじめ ・登校拒否問題等研究協議会
ーー--- .トー ，朝刊号-ー ーー宇悼--ーーーーーーー

13:00-16:00 IUJ 民 会館

7 (日) 当番医 中川病院 松山市南梅本町 fi976-7811 

8 (月)
子宮頚がん ・ 手しがん検診

13: 00-l4 :00 北剖|小体育結
(30才以上の女性)

9 (刈 第 l回生き生き講座

10(71<) 
乳児健康診査

13:30 -14:30 IIIJ 民 会 館
( H 7年9月 ・ 12月及びH8年3月生 ま れの者)

ll (村 中央料理教室 9:30- 111] 民会館

12(命 文章教室

13(ガ 花いっぱい運動 9: 00 -11 : 00 I IIIJ 民会館

成人ソフ ト ボール大会

14(日) 房手:頭要言持方~::::::: :::::::::::l: ~:QQ三W~Ql~( ::重二頭
当番医藤石病院 重信町志津川 fi964-1234 

15(月) 移動図書館車運行(山之内 ・樋口 ・横河原方面)

16伏)
基本健康診査 (検査日)

9:30-11:30 下林集会所
(40才以上の住民)

17附 移動図書館車運行(志津川 ・ 八反地・田窪田地 ・西岡方市)

子宮頚がん ・乳がん検診
1 3 目 00-14 : 00 111] 民 会 館

(30才以上の女性)
18t柑 ーー ーー ー ーーーーー ーー ーーーーーーー ー ー ー ーー -- -ーーーーーーー

基本健康診査 (検査日)
9: 30 -11:30 南野田集会所

(40才以上の住民)

19幽 リハビリ教室 13:30-15:30 111] 民会館

祝日のため、ごみ収集休みます。 24 日 (7めに出して下さい。

20出 移動図書館車運行(田窪・船出 ・ 4ニ測 ・牛洲団地・上樋団地・f番磨古団地方而)

当番医永山内科 松山市北梅本町 fi976-1788

21(日) 当番医渡部内科 松山市南梅本町 fi975-2232 

子宮顎がん ・乳がん検診 113:00-14:001 plJ 民会館
(30才以上の女性)

22(月) 健nR相談(各地区)24 日まで

再手天空::::::::::::::::::: :::::: l ~~:~Q三 - ----l 同:雪6'~-4-F
移動図書館車運行(野田1丁目 ・ 野間 2丁目 ・新村 ・ 北野田 ・南野m方面)

23(~Ò 
子宮頚がん ・ 礼がん検診

13 目 00-14 目 。。 IIIT 民 会館
(30才以上の女性)

24(村

25(柄 移動図書館車運行(上村 ・ 下林方面)

26幽 文章教室

田TPTA役員親睦ソ フトバレーボール大会

27(土) rË-I，-'三(j:'I"持瓦二二二二二 :: n:QQ三E:QQ l ~I~-: ~:玄頭
移動図書館車運行(上林方面)

子供ソ フトボール大会・ミニバスケッ トボール大会

28(日) 房:季:頭者言持方~:::::: :::::::::::: l : ~:QQ三 ~~:~Ql 同二重二層
当番医宮内病院 松山市北梅本町 fi975-0091 

29(月) 結核 . JJjlïがん検診(各地区)

30(刈
基'*畦開会弄 (竺寧 .;f0 ~宇一日 )_______u:~Q 三 !! :~Q j !_~実嬰分 rJr
お と しより健康相談室 (要予約)

31(村 固定資産税第2期 ・ 国民健康保険税第l期納期限
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